
 

 
  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８年１月２５日 

（担当：大野） 

卒業・学年末シーズンでの 

デジカメ画像や写真等を使った 

「ムービー制作」支援 
 三重大学教育学部では、附属教育センター（1977 年「教育工学センター」設立、現在は「附属教職支援センタ

ー」）において、静止画である写真や絵を使ったお話作りに取り組んでいます。1980 年頃から、当時専任教員であ

った織田揮準教授がビデオカメラを接写スタンドに固定し、ビデオクローズアップシステムでのビデオ作品制作

を始めました。当時は、ビデオテープに録画→一時停止→録画を繰り返して、ビデオにナレーションを吹き込んで

いました。当時では珍しい情報発信型学習の先駆けでした。 

2000 年以後、Windows コンピュータがＸＰになってから、「ムービーメーカー」という動画制作用ソフトがイン

ストールされて発売されたため、誰もが写真や絵を並べて、お話作りがしやすくなりました。デジカメ（デジタル

スチルカメラ）が普及したため、スキャナで取り込まなくても、すぐにデータを流し込み、音声録音もパソコン接

続のマイクで入れやすくなりました。その手法は、デジタルストーリーテリング(DST)として、世界的に注目され

るようになりました。デジタルで自分（１人称）のストーリーを語るのが DST です。 

教育学部附属教育センターでは、児童生徒が自分のナレーションで学習したことを語る DST の活動を 2005 年か

ら専任の須曽野仁志教授が中心となり、出前授業や教員研修（教員免許状更新講習等）で進めてきました。 

                子どもたちがデジカメで撮った画像などを自分の声をつなげて１〜２分の

ムービー作品を作り、授業で交流すると学習効果が大きいです。「ムービーメ

ーカー」等で作ると、結構簡単に作れます。自分の声を入れるのが難しいよう

であれば、音楽入りのフォトムービーなども作れます。 

卒業式の前に、先生方や児童生徒が学年・クラス・部活等の思い出を形にす

る作品を作る学校園も増えています。 

三重大学では、そんなムービー作りのノウハウは蓄積していますので、 

作品づくりの支援はいつでも（学年末でなくても）お声をおかけ下さい。 

サテライトの予算や研究費などで、子ども用、教員研修用、生涯学習用 

などに 25 台のノートパソコンを東紀州教育学舎に用意しています。 

 

 

担当：須曽野・大野・榎本・萩野 

三重大学の教育支援のとりくみ 

 

 

 

 

第 
４ 
号 

出前授業・・・楽しく学べる英語教育 

-----御浜町立神志山小・熊野市立新鹿小----- 
 

担当：大野・萩野 

アルファベットの歌を歌って和やかに始まり、ラップのリズムにのって発音練 

習をしたあと NHK for school「エイゴ ビート」などの動画を活用して、楽 

しくテンポよく授業が進められ、最後に Hello.から始まり、Thank you.でしめ 

 くくる本格的な英語の自己紹介を全員が発表しま 

す。印象に残る自己紹介の仕方や先生のアメリカ生 

活で経験されたお話も大変興味深い内容です。 

子どもたちの「緊張したけれどじょうずに発表でき 

た。」や「DVD を見ながらたくさんのことを覚えら 

れたので楽しかった。」などの声が聞かれました。 

のことを勉強で k 手他の k 叱った「 

 

熊野市立新鹿小学校↑ 

 

御浜町立神志山小学校→ 

プログラミング学習や小学校での外国

語活動等の出前授業についてもお気軽

に、ご連絡・ご相談ください 

学校園に持っていくことができ

るノートパソコン 



 

お知らせ  
三重大学では、2018 年度より、東紀州地域と本キャンパスで教員免許状更新 

講習を開講する予定で、現在、文部科学省に開講申請を行っています。 

具体的な講習内容は、文部科学省からの認可が下りてから、募集要項を 

三重県内の学校園にお配りする予定です。必修講習（１講習 30 人定員）は 

尾鷲市と御浜町において、それ以外の講習（１講習 20～25 人定員）はサテ 

ライト東紀州教育学舎で開講します。（講習日等は今後変更することがあります。） 

・必修講習 ------２講習 6/2(土) 紀南高等学校（御浜町） 7/21(土)  東紀州くろしお学園おわせ分校（尾鷲市） 

・選択必修講習--２講習 6/3(日) 7/25(水)   

・選択講習--------８講習 6/16(土)  6/24(日)  7/1(日)  7/23(月)  7/26(木)  7/28(土)  8/21(火)  8/23(木) 

 

 

 

教育関係者が、英語のフラッシュカード素材を印刷したり、英語の授業の動画を 

自由に閲覧できる moodle（ムードル）という Web サイトの開設を準備しています。  

ただ今、フラッシュカードの試用版を掲載しています。ユーザ名とメールアドレス 

を登録してパスワードを設定して承認を受けると Web サイトに入れます。 

ぜひ、ご活用ください。詳しくは http://ravel.edu.mie-u.ac.jp/~kumata/   

 

 

 

                               

東紀州サテライト東紀州教育学舎                   

〒519-4394  三重県熊野市木本町 1101－4 

Tel: 0597-89-7015 

Fax: 0597-89-7015  

E-mail: ono@edu.mie-u.ac.jp 

＊お気軽にご連絡・ご相談ください。 

 

 

 

＜メンバー＞ 

専任教員：大野 恵理  

特任教員：榎本 和能               

萩野  真紀   

兼務教員：須曽野仁志 

 磯野 巧      

市川 俊輔 

 

トピックス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・熊野市立入鹿小、新鹿小を訪問し、英語の研修会実施について意見交換しました。（2017年 12月 13日） 

・熊野市立神上小、五郷小、飛鳥小訪問し、英語研修について意見交換しました。 （2017年 12月 14日） 

・尾鷲市教委を訪問し、教育長等と現状や課題について意見交換しました。    （2017年 12月 14日） 

・紀宝町教委を訪問し、教育長と様々な課題について意見交換しました。      （2017年 12月 18日） 

・吉野熊野新聞社と南紀新報社から教育学舎の活動について取材を受けました。  （2017年 12月 20日） 

・尾鷲市教委・紀北町教委、尾鷲高校、くろしお学園おわせ分校を訪問し、東紀州 

教育学舎の活動と現在の課題について意見交換しました。                      （2017年 12月 21日） 

・紀州教育支援事務所、熊野市教委、御浜町教委、紀南高校、紀宝町教委を訪問し、 

東紀州教育学舎の活動と現在の課題について意見交換しました。         （2017年 12月 25日）                                                                                                  

・御浜町立御浜小で英語の出前授業を行いました。                   （2018年 1月 11日） 

・熊野市教委を訪問し、教育長と現状や課題について意見交換しました。      （2018年 1月 11日） 

・紀州教育支援事務所の方が教育学舎を訪問されました。（2018年 1月 16日）  

・熊野市立新鹿小で英語の出前授業を行いました。   （2018年 1月 17日） 

・紀宝町立鵜殿小で英語の出前授業を行いました。   （2018年 1月 18日） 

・尾鷲高校で地域の特産品を活用した新商品開発に向け 

てトライアル授業と、三重大生との交流を含むワーク 

ショップを開催しました。           （2018年 1月 11日・17日・18日）                                     

 

 

 

外国語活動の授業で使えるWeb サイト開設準備中 

 尾鷲高校でのとりくみ 

 


